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Q-STAR（量子波動・量子確率論応用部会）（３）

2025年 2035年 2050年

長期ロードマップ

リファレンスアーキテクチャ
（QRAMI）

未来社会における新サービス
事業機会のアイデア

グループ活動

部会活動2～3社で特定テーマを掘り下げて
具体的な事業応用をめざす

【22年度】 新サービスや事業機会のアイデアをバックキャストして長期ロードマップ化
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まとめ

① 量子ハード・ソフト開発（研究→試作→製品化・量産にシームレスに繋がる仕組み）

A) 実験・評価環境（テストベッド、設計・シミュレーション環境）

B) 半導体試作ラインの整備
✓ 設備整備だけではなく、それらの設備・装置が継続して効率よく利用され続けるような
運用体制の構築（サービス体制構築、継続的な設備投資、ユーザフィードバックの仕組み）も重要

C) 周辺ハード・サプライチェーンの整備

D) ベンチマーキング手法の整備・標準化

② アプリケーション開発（ユースケースの発掘）

A) フォーカスすべき領域の選定（日本の課題先進性・高齢化など、Society5.0の具体化）

B) 実験・評価環境の整備（効果検証向け特区）

③ 人材確保

A) 流動性確保（国内外を含めた企業・ベンチャー・アカデミア間の人材交流）

◼ 協調領域（非競争領域）での期待




